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奈良リハビリテーション専門学校　同窓会会長
8期生　医療法人和幸会　阪奈中央病院　山口弘佑
拝啓

師走の候、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。私は今年度より奈良リハビリテーション専門学校同窓会会長を務めております、8期生の山口弘佑と申します。これからは前会長が築いてきた同窓会を引き継ぎ、会員の皆様の為に精一杯務めますので、御指導御鞭撻を宜しくお願い致します。


　さて今年度、同窓会では10期生9名の新会員を迎え、会員総数が313名となり、益々大きな会へと成長いたしました。ひとえに会員の皆様の御支援の賜物であります。誠にありがとうございます。


そして今年度は同窓会が創設されて10年が経ちました。この節目を記念として10周年記念講演会を開催いたします。講師の先生方、教員の先生方、また多くの会員の皆様をお招きし、10周年記念に相応しい講演会にしたいと考えております。皆様におかれましては忙しい日々を送られていることとは存じますが、是非とも一人でも多くの方々に参加していただきたいと願っております。

また今年度も昨年に引き続き、同窓会会誌を会員の皆様に送付することになりました。内容は同窓会や学校の近況報告、昨年の研修会報告と今年度の講演会案内、会計報告などを掲載しております。本会誌をご一読いただくことで近況を少しでもご理解いただければ幸いです。御意見、御感想、御指摘など賜ることができれば役員一同、同窓会の発展のためにこの上ない喜びと思っております。


これからも会員の皆様にご協力頂き、卒業生の方にも一人でも多く同窓会に入会して頂き、会員の皆様の為により良い同窓会を築いていけるよう尽力してまいりますので、今後とも奈良リハビリテーション専門学校同窓会を宜しくお願い致します。

敬具









	役職
	氏名
	勤務先
	期生

	会長
	山口　弘佑
	阪奈中央病院
	8

	副会長
	上田　克彦
	阪奈中央病院
	9

	
	高木　康仁
	南京都病院
	10

	会計部部長
	小山　絵梨香
	三好病院
	7

	会計部
	尾崎　緑子
	介護老人保健施設　石切　
	8

	
	瀧本　現
	アエバ外科病院
	8

	
	軽本　勉
	田北病院
	9

	
	林　 永浩
	和田病院
	9

	
	赤松　隆仁
	藤井会リハビリテーション病院
	10

	
	辻　 麻美
	松倉病院
	10

	学術部部長
	片山　翔太
	貴島病院本院
	8

	学術部
	小田　和正
	藤本病院
	8

	
	住田　千夏
	樟葉病院
	8

	
	源　 幸太郎
	若草園
	8

	
	英　 勝
	加納総合病院
	9

	
	村上　航
	大手前病院
	9

	
	北田　良雄
	平成記念病院
	10

	
	白石　隆男
	八尾リハビリテーション病院
	10

	
	三井　隆宏
	高村病院
	10

	広報部部長
	上田　克彦
	阪奈中央病院
	9

	広報部
	小澤　裕美
	アエバ外科病院
	8

	
	大野　智寛
	倉病院
	10

	
	濱野　慎
	矢木脳神経外科病院
	10




















左後列より：村上、英、軽本、小山、林
左前列より：小田、山口、上田、片山
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奈良リハビリテーション専門学校　教員　
宮崎　尚也

同窓生の皆さん、こんにちは。6年前、縁あって奈良リハにお世話になることになり、専任教員として教育の場に身を置かせていただきました。当時は臨床の面白さにどっぷり浸かっていましたので、今振り返っても臨床を離れることをよく決心したなと思います。出会いの大切さと人生の妙を実感しています。
さて、臨床から教育へフィールドを移したものの、医学教育について深く学んだことがなかったので、どのように教えればいいのか分からず、初めはとても困惑しました。自分が学んだ理学療法の知識技術を伝えることに精一杯で、手ごたえの無い授業が続く日々。そんなとき、ある先生から「学生を教育することは、患者を治療することと一緒なんですよ」と教えて頂きました。患者の治療と同じように、学生が抱える悩みや困っていることの原因を適切に捉えて、それを解決するために最も効果的な方法を実施するということです。その言葉を聞いて、教育学の知識技術が無いまま学生を教育するのは、理学療法学の知識技術を持たないまま患者を治療していることと同じであると気付き、混乱していた頭が整理されました。それからは書籍や研修会等で教育学、特に医学教育に関する知識や技術を学び、現在ではそれを実践して多少ながら手ごたえのある授業が出来るようになってきました。学生の良い反応が増えたので以前のような悩みから少し解放されたのですが、今度は反応のない学生が目立つようになり、新たな悩みを持つことになりました。この悩みの解決には私の考え方を改める必要がありました。どうも私が期待する学習成果と学生の学び方に乖離があったようです。

学習者の学び方を学習心理学の観点からみると、行動主義に基づく学びと構成主義に基づく学びに分けられます。以前は、学習成果を行動変容で捉える行動主義が学習理論のスタンダードでしたので、学習者が望ましい行動を取れるようにすることが教育者の務めでした。これは行動の変化をアウトカムとしていますので、学習成果を客観的に捉えるという点において非常に分かりやすい学習理論でした。しかし一方で、望ましい行動が必ずしも正しい理解を伴わないことや、正しく理解出来ていても行動が伴わなければ成果がないとみなされる問題がありました。それらを踏まえて、現在では知識技術を構築していく過程を学習成果とする構成主義が学習理論のスタンダートになっています。この理論では、教育者は学習者をよく観察して、効果的な学びの支援をします。そして、学習者が自ら知識技術の体系を築くまで待つのです。これは体系の構築に教育者が直接関与出来ないからです。たとえ時間がかかり行動が変わらなくても、学習者が主体的に知識技術の咀嚼を行っているのならば学習が成立していると捉えます。この間、教育者は学習者に合った学びを支援する環境をせっせと用意し続けるのです。
人が成長するには、適切な時期に適切な内容の学びが必要となります。自立性の高い学習者であれば、そのタイミングや方法に自ら気付き積極的に働きかけることが出来ます。行動主義に基づいた学習方略でも十分成果を上げることが出来るでしょう。しかし、そうではない学習者に対して同じ方略を取ってもなかなか成果を上げることはできません。学びを促進するには個別に適合した効果的な方略を検討し実施することが必要であると思います。自分を成長させるために積極的に働きかけることができない学生が増えていると言われて久しいですが、「教えたのにできない」と言い捨てるのはナンセンスな時代なのかもしれません。

同窓生の中には学生の臨床教育や、部下や後輩の指導教育に関わる方もいらっしゃるかと思います。うまく伝わらない、なかなか成長しないと悩むこともあるでしょう。しかし、「学び」には時間が必要で、人によってそのスピードは違います。できない相手を責めるのではなく、「学び」を促すために良い方法はないかと考え続けてあげてください。患者が良くならないことを患者のせいにしないことと同じように。
前出の先生の言葉には続きがあります。「良い理学療法士は、良い理学療法士を育てるんです」
みなさんが、良き臨床家であり良き指導者、教育者であることを願っています。




　　　　　　　　　　　

はじめまして、この四月から奈良リハの教員をさせて頂いている新田と申します。
卒業生の先生方は自分が入学した頃を覚えていらっしゃいますでしょうか？私が教員となって初めての行事が入学式であり、十数年前は僕もここで入学式をしたんだなぁ、あの頃は髪の毛も豊富にあったなぁ…とM字のおでこの汗を拭き取りながら、当時と同じ期待と不安の入り混じった気持ちで式へ参加させてもらいました。入学式や入職したての頃は先生方も同じ様な気持ちになったのではないかと思います。
今、私は桶田先生と三年生の担任をしているのですが、無事に卒試・国試と合格してくれれば、先生方と同じ臨床に立つことになります。その時彼らも不安と期待で一杯であることでしょう。その際は先生方の愛の手を差し伸べて頂けたら幸いに思います。
しかし、卒試・国試はそう簡単ではないのが事実であります。もうすぐ、三年生が実習を終え学校に帰ってきますが、国試対策・合宿・模試・単元別講義・小テスト等、卒試・国試に向け万全な状態で挑めるように準備しています。学生・教職員一同全力で頑張る所存でありますのでどうぞ宜しくお願い致します。
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記事：新田




東日本大震災:１年半　捜し続けるボランティアダイバー
毎日新聞　2012年09月09日　10時12分（最終更新　09月09日　10時20分）
地元の漁船で長面浦を捜索する大森裕彦さん＝宮城県石巻市で２０１２年９月４日、安高晋撮影[image: 地元の漁船で長面浦を捜索する大森裕彦さん＝宮城県石巻市で２０１２年９月４日、安高晋撮影]
　東日本大震災から11日で1年半。時は過ぎても、大切な人の帰りを待ちわびる家族の気持ちに終わりはない。その思いに応えようと、津波被害を受けた沿岸部の水中で行方不明者を捜し続けるボランティアがいる。大森裕彦さん(35)もその一人だ。警察や自衛隊の捜索が縮小された今も連日、暗い水の底に手探りで潜る。
【安高晋】

　夏の終わりの強い日差しが照らしても、水中に視界はほとんどない。水面に顔を出し、船上の漁師に伝える。「屋根が見えるけど、引き揚げは難しい」

　宮城県石巻市の長面浦（ながつらうら）。児童74人が犠牲になった大川小に近い入り江だ。9月4日、大森さんがすくい上げたのは、家屋の一部や大木など。だが望みは捨てていない。「真っ暗で潜れていない場所もまだある。遺体が見つかる可能性は残っている」

　宮城県登米市出身。高校卒業後はタイでダイビングのインストラクターをしていた。04年、スマトラ島沖の大地震による津波に遭遇して帰国した。大阪で理学療法士の資格を取り、病院でリハビリを担当した。その直後に再びの大津波。襲われたのは故郷だった。

　実家に戻り惨状に目を覆った。自分にできることは何か。そんな時、ボランティア組織「DSP災害支援プロジェクト」を発足し、水中で捜索活動をする門馬(もんま)宏明さん(36)を知る。行政の手が回らなかったり捜索が打ち切られた場所で、次々と遺体を見つけていた。

　「ダイビングの経験を生かせる」。昨年6月から活動に参加した。「同じ場所に続けて潜ってこそ、地形や潮の流れが読める」と今春、住まいを故郷の登米市に移して活動に専念した。妻を大阪に残しての“単身赴任”で、貯金を切り崩すなどして活動を続けた。



　今年6月。長面浦に沈む車を発見した。中に人の足が見えた。この地区に暮らす高齢の夫婦と分かった。車が引き揚げられ、娘が遺体と対面する場面に立ち会った。「2人一緒にいられたんだね」。ほっとしたように語り掛ける娘。まだ家族が見つからない人たちが集まり「ほんとに良かった」と声を掛けていた。


　「ありがとうございました」。娘から深く頭を下げられた。言葉が見つからなかったが、ほっとしたと同時に続けていかなければと強く思った。

　門馬さんによると、DSPの水中捜索がきっかけになって引き揚げられた遺体は、100体を超えるという。たとえ見つからなくても、捜索自体が家族の救いにもなっている。子供が見つからない親から「あの場所に潜って」と言われ、親を船に乗せて潜ったことがあった。見つけられなかったが、親はそれから「子供の夢を見なくなった」と言った。

　8月。大森さんは妻と生まれたばかりの息子を呼び寄せた。ゆくゆくは地元で理学療法士の仕事を見つけ、宮城の復興に関わっていこうと思っている。

以上、新聞報道の記事内容です。


今回、卒業生７期生大森裕彦さんのボランティアダイバーの件を知ったのは、本校副校長の太田先生からでした。太田先生からこの話を聞き大森さんが理学療法士の仕事より、ボランティアダイバーとして頑張っておられることに本当に頭が下がる想いです。あの大震災から復興はまだまだ時間はかかりますが、東北地方の皆様が一日も早く復興され、明るい未来が来ることを願ってやみません。そこでこの機会に本校からも何か協力できないかと考えた結果、学校から在校生と本校関連施設に義援金の協力を頂き多くの義援金が集まったと聞いております。また同窓会からも何か協力できないかと話し合った結果、会員または多くの皆様から義援金のご協力を頂ければと考えております。丁度今回の研修会と懇親会がございますので、その機会に皆様からご協力頂ければ幸いです。何卒よろしくお願い致します。

奈良リハビリテーション専門学校　同窓会会長
8期生　医療法人和幸会　阪奈中央病院　山口弘佑



　　　　　　　


『循環器障害のフィジカルイグザミネーションから治療技術そして症例検討』
日時：平成24年2月11／12日
講師：武庫川女子大学健康運動科学研究所
大学院健康・スポーツ科学研究所　　松尾善美先生
　
[image: ][image: ]平成23年度研修会には、海外でも臨床経験のある松尾善美先生をお招きしました。

 　　 












1日目は講義が行われました。テーマは、循環器疾患のフィジカルサイン、循環器疾患の診療ガイドラインとエビデンス・今後の動向でした。臨床場面で循環器疾患を有する患者を前にした時、まずリスク管理を最優先に考える事が必要です。そのために重要な心電図の見方、注意すべき不整脈、各検査・測定項目の意義・目的などの説明がありました。また、運動療法のみ、もしくは薬物療法のみでは得られない効果を、両者を併用する事により、より良い効果を示す事が重要であるという事を学びました。
 　　 
[image: ][image: ]

また、PTは①病態生理に基づく理解、②治療介入のための生理的・科学的エビデンス、③臨床経験の3つが備わって初めて介入が可能になるという言葉がありました。普段の臨床で自分自身は3つの要素を満たせているのかと振り返る意味でも、必要な要素であると考えさせられました。



2日目です。
序盤は講義形式で、そのあと呼吸介助・排痰法の実技練習、最後に症例発表を行いました。
実技では、健常者でも胸郭の動きには左右差があり、この小さな差を感じ取るためには、しっかりと手指を胸郭に沿わせて手掌全体で触れなければいけません。
[image: E:\2012-02-12\027.JPG]
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症例検討では、同窓会委員スタッフの担当症例を提供してもらい、その一症例の血液データと経過を照らし合わせ、その時の病態を各グループで考察して発表しました。今まで血液データに苦手意識のあった受講生も、今回の研修会で苦手意識を克服するための良い機会になったと思います。
[image: E:\2012-02-12\045.JPG][image: E:\2012-02-12\049.JPG]

今回の研修会はフィジカルイグザミネーションから治療技術というテーマから、患者の血液データや病態を把握し、それらを統合して意図を持った治療を行うことが重要であることを再認識することができました。
また、基礎的な知識から治療技術まで今後の臨床で使える多くの内容を学ぶことができ、アンケートでも、今後に繋がる良いきっかけになったという意見が非常に多くみられました。

2日間の貴重な御講義をしていただきました松尾先生、理学療法を凝縮した内容を学習することができました。本当にありがとうございました。
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奈良リハビリテーション専門学校　同窓会学術部長
8期生　医療法人貴島会　貴島病院本院　片山翔太

奈良リハ同窓会10周年記念講演会開催にあたり

拝啓
立冬の侯、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて2003年に1期生が卒業され、早10年が立ちました。1期生から続いてきました同窓会も、先輩方から代々バトンを引継ぎ、10年目を迎えます。
10年の間に理学療法を取り巻く医療情勢は大きく変化し、さらに今後も変化すると見込まれています。今後理学療法士として生きてゆく為には、未来を見据えて理学療法士として必要なスキルを獲得することが重要であり、そのために目標に向かって努力を続けなければならないと思います。
そこで今回10周年記念講演会として武庫川女子大学の松尾善美先生、北大阪警察病院の柏木宏彦先生をお招きして、基調講演を行なって頂きます。
松尾先生にはこれからの医療情勢やアメリカでの医療情勢を踏まえながら、今後理学療法(士)が置かれる立場を提示し、その上で理学療法士として必要なもの(必要となる能力)を提示して頂きます。また御研究されている内容における最新知見にも触れて頂く予定です。柏木先生には1984年以来28年間臨床で働かれた経験を基に、理学療法士として臨床で患者を治療するにあたって必要な能力、また理学療法士として成長するために必要なことについて講演を頂く予定です。
現在の役員総出で全力で10周年記念講演会の準備を進めております。講演の後、立食パーティーも企画しております。そこで1～10期生の皆が集まり、本当の同窓会ができることを願っております。
　気候良し、場所良し、人良しの奈良でお会いするのを楽しみにしております。
 (
開催日時：平成
25
年
3
月
9
日　　時間：
14
時～
17
時
15
分
（予定）
場所：ホテルアジール奈良
　
http://worldheritage.co.jp/asyl/index.html
講演会テーマ　
「
Future of Physical Therapy-
プロフェッション
への道
-
」
　講演会後、奈良リハ全期生で同窓会を行います！！
　同窓会は講演会会場と同じホテルで、
17
時
30
分～
19
時
30
分までを予定しています
定員：
80
名程度
(
会員を優先し先着順
)
受講料：会員　
5
,000
円
非会員
6
,000
円
 
　　
＊同窓会費込み
申し込み方法：奈良リハ同窓会ホームページにて詳細を記載しております
　　　　
受付開始：平成
24
年
12
月
20
日
（定員になり次第締め切りと致します）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
)[image: ][image: ] (
奈良リハ同窓会
)“奈良で会いましょう”

 (
奈良リハ同窓会
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平成23年度　収支決算書（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

1．収入の部（単位：円）
	会費会費（15,000円×13名）
	195,000

	前年度繰越
	1,694,389

	勉強会会費（松尾先生）
参加26名
（両日：5,000円、1日目のみ：2,000円、2日目のみ3,000円）
	134,000

	利息
	120

	合計
	2,023,509



2．支出の部（単位：円）
	
	平成23年度予算
	平成23年度支出
	平成24年度予算

	広報部
	100,000
	会誌印刷・発送　　　　　　　53,380
備品　　　　　　　　　　　　65,839
	120,000

	学術部
	600,000
	研修会資料準備　　　　　　  30,010
講師謝礼金　　　　　　　　 250,000
研修会準備費　　　　　　　　19,837
	902,450
※10周年記念予算

	厚生部
	50,000
	役員顔合わせ　　　　　　　　40,000
懇親会負担分　　　　　　　　10,000
	50,000

	会計部
	5,000
	0
	5,000

	慶弔
	30,000
	第10期生謝恩会祝い　　　 　10,000
電報　　　　　　　　　 　　　2,961
卒業記念品　　　　　　　 　　6,762
	20,000

	事務部
	150,000
	役員交通費　　　　　　　　 134,105
会議準備費　　　　　　　　  33,003
雑費　　　　　　　　　　　 　3,150
	170,000

	合計
	935,000
	659,047
	1,267,450


平成23年度	
収入合計：2,023,509	円
支出合計：　659,047	円
残高：1,364,462	円
内利息：　　　120	円
以上、報告致します。

奈良リハビリテーション専門学校理学療法学科同窓会々誌                                          
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 (
事務局
：奈良リハビリテーション専門学校内　
〒630-0213   生駒市東生駒1丁目77番3号
TEL:0743-
73-9861　FAX
:
0743-73-9862
同窓会ホームページ　
http://dousoukai.zouri.jp/index.html
 
メールアドレス
　  
n_riha_dousoukai@yahoo.co.jp
        
職場又は名義の変更の際には、お手数ですがご連絡
頂き
ます様御協力お願い
致し
ます。
(
mail address:  
n_riha_dousoukai@yahoo.co.jp
)
今後更なる同窓会発展の為、御意見又は御要望がある方も
mail
お待ち致しております。
尚、来年度より同窓会会誌を紙面からホームページ上での掲載とさせていただきます。
)
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